
町民体育祭のおしらせ
こども園入園案内
福祉医療費助成制度

やろまい夏祭り
全国少年少女水泳競技大会入賞

町民体育祭のおしらせ
こども園入園案内
福祉医療費助成制度

やろまい夏祭り
全国少年少女水泳競技大会入賞

主な内容主な内容

13

22

2

3

人　口

世帯数 2,659世帯（前月比＋12）

5,859人　（前月比＋10）
3,071人　（前月比＋8）男
2,788人　（前月比＋2）女

木曽岬町の人口と世帯数

木曽岬チャンネル
（木曽岬町公式YouTube）

8月1日現在

登録は簡単で、どこにいても町の
情報が確認できます。

【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス

チャンネル登録お願いします。
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健
師
で
す

第62回

～地域を１つに！ 笑顔満開　町民体育祭～

　今年で６２回目を迎える『町民体育祭』まで約１ヶ月となりま
した。今年のプログラムは昨年実施したアンケートを踏まえ
見直しを行い、終了時間を５０分ほど早めておりますが、一般
種目では定員数を増やすなど多くの方に参加していただきた
いと思っています。
　体を動かすことを通じ、今年のテーマでもある「笑顔満開の
体育祭」となるよう自治会や職場の皆さんで参加して楽しい
体育祭にしましょう！ 木曽岬町体育協会

加藤和巳会長

●日　時：１０月５日（日）【雨天中止】今年は雨天予備日を設けません
　　　　　開会式：午前８時３０分（入場行進は行いませんので団体ごとに整列してください）
　　　　　閉会式：午後１時４５分頃
　　　　　※開会式に参加していただける方は午前８時２０分集合
　　　　　※閉会式にも参加賞を用意しておりますので、ぜひご参加ください。
●場　所：木曽岬小学校校庭
●お願い：町民体育祭についてのアンケートを実施します。
　　　　　当日会場内で配付するほか、１０月号広報にも折り込みますのでご協力をお願
　　　　　いします（当日会場では回収コーナーを設けております。粗品もあります。）
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木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内木曽岬こども園入園のご案内
令和8年度

来年度の木曽岬こども園の入園受け付けを次のとおり行います。

2・3号認定（保育園）
2号認定（3歳以上児） 3号認定（3歳未満児）

対象児童

町内に住所を有する
3・4・5歳児の児童
（令和2年4月2日～
令和5年4月1日生）

満0歳6 ヶ月から就学前までのお子さんで保護者などが労働や
病気などの理由により、保育認定を受けた児童
※育児休業終了などにより年度途中での入園を希望される方に
　ついても、同様に予約受付を行います。

1号認定
（幼稚園）

（町民税非課税者の方）　無料
（町民税課税者の方）
　入園する児童の世帯の町民税課税額
　に基づいて決定。
※4 ～ 8月分は前年度分の課税額、
　9月分以降は当年度分の課税額によ
　り算出されます。

無料

月額3,100円（予定） 月額3,100円（予定） 保育料に含む。

無料
利 用 者
負 担 額
（保育料）

休 園 日 土・日曜日、祝日、
春・夏・冬休み

日曜日、祝日、年末年始（12月29日～ 1月3日）
※土曜日は平日と同様の時間帯で実施します。

給 食 費

保育時間 午前9時～午後2時
午前8時30分～午後4時30分

（必要な方は最大午前7時30分～午後7時まで可）
※新入園児には、慣らし保育を実施します。

●保育の必要な事由
　•月48時間以上の就労 •災害復旧
　•妊娠、出産 •求職活動
　•保護者の疾病、障がい •就学
　•同居または長期入院などしている親族の介護・看護 •虐待やDVのおそれがあること

■保育認定には、次の8点が考慮されます

昨年までは提出書類を面接日に持参いただいておりましたが、今年は事前に書類をご提出いただくこと
となりました。
①書類提出　9月1日（月）～10月6日（月）　※土日祝日除く
②提出場所　子ども・健康課（保健センター内）
③面接日時　10月10日（金）　午前9時～午前11時30分※

④面接場所　保健センター
※こども園長と簡単な面接を行いますのでお子さん同伴でお越しください。また、年齢区分により面接の受付時間が
　異なります。受付時間の詳細についてはお渡しした申込用紙に同封の案内文書をご確認ください。

■申込方法

誕生日が令和5年4月1日以前のお子さんには子ども・健康課からご案内させていただきます。誕生日
が令和5年4月2日以降のお子さんにつきましては10月3日（金）までに、子ども・健康課において書類
をお受け取りください。

■申込書の配布

※町立木曽岬こども園に入園されない方は、4月から通園される幼稚園名等を10月10日（金）
　までに子ども・健康課までお知らせください。
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高額療養費は次の所得区分で計算を行います。

【70歳未満の方】
　所得区分が判明している方の場合 …… 判明している所得区分
　所得が不明の方の場合 ………………… 一般区分（エ）

【70歳以上～ 75歳未満の方】
　所得区分が判明している方の場合 …… 判明している所得区分
　所得が不明の方の場合 ………………… 一般区分

【75歳以上の方及び65歳以上で後期高齢者医療制度に御加入の方】
　後期高齢者医療制度に基づく所得区分

　
障
が
い
者
医
療
費
制
度
（
６５
歳
以
上

重
度
障
が
い
者
に
該
当
す
る
方
に
は
受

給
資
格
証
を
発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
）、

一
人
親
家
庭
等
医
療
費
制
度
、
子
ど
も

医
療
費
制
度
の
対
象
者
で
受
給
資
格
証

を
お
持
ち
の
方
へ
更
新
の
お
知
ら
せ
と
、

受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
申

請
手
続
き
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
し

た
。

●
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
８
月
下
旬
に
受
給
資
格
証
を
発
送
し

　
ま
し
た
。

●
未
申
告
の
方
で
課
税
資
料
の
な
い
方

　
令
和
７
年
度
課
税
資
料
（
令
和
６
年

　
中
の
所
得
を
把
握
す
る
た
め
の
資

　
料
）
が
な
い
と
審
査
が
で
き
な
い
た

　
め
、
受
給
資
格
証
の
交
付
が
で
き
ま

　
せ
ん
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
加
入
保
険
証
、
振
込
口
座
、
身
体
障

　
害
者
手
帳
等
に
変
更
が
あ
る
方

　
届
出
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
必

　
ず
子
ど
も
・
健
康
課
ま
で
申
し
出
て

　
く
だ
さ
い
。

　
〜
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証

　
②
振
込
先
の
通
帳

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
等

●
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ

　
所
得
制
限
等
の
理
由
に
よ
り
交
付
さ

　
れ
て
い
な
い
方
は
更
新
時
期
に
再
審

　
査
を
行
い
ま
す
。

　
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方
へ
は
該
当

　
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
手
数

　
で
す
が
子
ど
も
・
健
康
課
で
申
請
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〜
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証

　
②
振
込
先
の
通
帳

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
等

　
学
校
管
理
下
（
こ
ど
も
園
及
び
小
中

学
校
）
で
発
生
し
た
怪
我
に
つ
い
て
は
、

（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
給
付
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
災
害
給
付
金
は
学
校
を
通
じ

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
災
害
給
付
金

を
受
給
さ
れ
た
場
合
に
は
福
祉
医
療
費

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
費
を
受
給
さ
れ
た
後
に
、
災

害
給
付
金
の
給
付
が
確
認
さ
れ
た
場
合

に
は
、
福
祉
医
療
費
の
返
還
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
給
付
金

に
関
し
て
は
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
医
療
費
助
成
の
申
請
の
時
効
は
、
診

療
月
か
ら
２
年
で
す
。

（
例
：
令
和
７
年
８
月
診
療
分
に
つ
い

て
は
、
令
和
９
年
８
月
ま
で
が
申
請
可

能
と
な
り
ま
す
。）

●
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額

　
が
、
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担

　
限
度
額
を
超
え
て
お
り
支
給
の
条
件

　
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
差
額

　
が
加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
か

　
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

　
す
。
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

　
る
金
額
は
、
福
祉
医
療
費
の
助
成
額

　
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
家
族
療
養

　
附
加
金
や
高
額
療
養
費
な
ど
の
給
付

　
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
額

　
が
助
成
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
（
加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
に

　
別
途
支
給
申
請
手
続
き
が
必
要
な
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
加

　
入
す
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

の
お
知
ら
せ

受
給
資
格
証
の
更
新

（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
災
害
共
済

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

福
祉
医
療
費
助
成
の
申
請
の
時
効

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
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Ｎ
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実
際
の
所
得
区
分
と
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
の
所
得
区
分
と
の
間
に
相
違
が

あ
り
、
福
祉
医
療
費
助
成
金
に
過
不
足

が
あ
る
場
合
は
、
助
成
金
の
調
整
（
助

成
金
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
不
足
分

を
支
給
し
、
助
成
金
が
多
す
ぎ
る
場
合

は
過
剰
分
を
返
還
い
た
だ
き
ま
す
。）

を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
お
持

ち
の
上
、
診
療
年
月
か
ら
２
年
以
内
に

子
ど
も
・
健
康
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
御

　
加
入
の
方
は
、
原
則
、
福
祉
医
療
費

　
助
成
金
の
計
算
が
正
し
く
行
わ
れ
る

　
た
め
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
〜
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証　

　
②
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証　

　
③
対
象
の
方
の
限
度
額
適
用
認
定
証
、

　
　
ま
た
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
額

　
　
が
わ
か
る
も
の
（
い
ず
れ
も
ご
加

　
　
入
の
健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
発

　
　
行
さ
れ
ま
す
）

　
県
外
の
医
療
機
関
で
は
、
三
重
県
と

同
様
の
申
請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
医

療
機
関
が
大
半
で
す
が
、
一
部
三
重
県

と
同
様
に
申
請
で
き
る
協
力
医
療
機
関

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
県
外
の
医
療
機
関（
下
表
以
外
）で
受

　
診
し
た
と
き

　
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
領
収
書

　
（
保
険
点
数
が
記
載
さ
れ
領
収
印
が

　
押
印
し
て
あ
る
も
の
）
を
１
ヶ
月
分

　
（
１
日
か
ら
３１
日
）
ま
と
め
て
、
役

　
場
子
ど
も
・
健
康
課
窓
口
に
て
福
祉

　
医
療
費
領
収
証
明
書
を
記
入
の
う
え
、

　
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※

院
外
処
方
の
調
剤
が
あ
る
場
合
は
、

　
　
処
方
箋
を
発
行
し
た
医
療
機
関
と

　
　
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
県
外
の
医
療
機
関
で
三
重
県
と
同
じ

　
手
続
き
が
出
来
る
協
力
医
療
機
関

　（
下
表
）
の
場
合

　
保
険
証
と
受
給
資
格
証
を
医
療
機
関

　
の
申
請
窓
口
で
提
示
し
申
請
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
子
ど
も
・
健
康
課
窓
口
に
て
申

　
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
子
ど
も
・
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
１
９

県
外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

と
き
（
一
部
の
機
関
を
除
く
）

医療機関名
あいさい調剤薬局
ユニスマイル薬局　海南病院前　１号店
キョーワ調剤薬局　弥富店
くるみ調剤薬局　やとみ店
くるみ調剤薬局　やとみ海南店
さくら調剤薬局
スギ薬局　海南店
スギ薬局　弥富店
たんぽぽ薬局　弥富店
ユニスマイル薬局　海南病院前　２号店
調剤薬局さくらんぼ
ユニスマイル薬局　海南病院前　３号店
ユニスマイル薬局　平島店
ファーマライズ薬局　海南病院前店
日本調剤海南薬局
はなもも薬局
やとみ駅前調剤薬局
やとみ駅前調剤薬局　勘助店
ヤマダ薬局
あいち薬局弥富
とびしま鍼灸接骨院
七色鍼灸接骨院
はり灸整骨院くぼ
まめの木整骨院
よつば整骨院

区分
医　科

歯　科

区分
調　剤

柔　整

医療機関名
あいち診療所おふくろ
海部共立クリニック
海南病院
偕行会リハビリテーション病院
加藤胃腸科内科とびしまこどもクリニック
こもれび耳鼻科クリニック
桜セントラルクリニック
笹医院
すずきこどもクリニック
そぶえ整形外科　弥富
中村眼科
こはら皮フ科
村瀬医院
森眼科
小笠原クリニック
杉本クリニック
エムデンタルクリニック
大藤歯科医院
さくら歯科医院
すずき歯科
月星歯科クリニック
安井歯科医院
Y.C.デンタルクリニック

区分
医　科

歯　科

調　剤

柔　整

医療機関名
あいち診療所おふくろ
加藤胃腸科内科とびしまこどもクリニック
こもれび耳鼻科クリニック
すずきこどもクリニック
そぶえ整形外科　弥富
中村眼科
村瀬医院
小笠原クリニック
大藤歯科医院
すずき歯科
月星歯科クリニック
安井歯科医院
Y.C.デンタルクリニック
キョーワ調剤薬局　弥富店
くるみ調剤薬局　やとみ海南店
たんぽぽ薬局　弥富店
ファーマライズ薬局　海南病院前店
はなもも薬局
やとみ駅前調剤薬局　勘助店
ヤマダ薬局
あいち薬局弥富
七色鍼灸接骨院
はり灸整骨院くぼ
まめの木整骨院
よつば整骨院

県外協力医療機関
（償還払い）

県外協力医療機関
（0歳～ 18歳年度未：現物給付） ８月１日現在
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●日　　時／９月30日（火）
　　　　　　お弁当は正午～午後１時の間にご自
　　　　　　宅へお届けいたします
●申込期日／

　お申込み多数のため、前回お申込みいただけな
　かった方を優先で受付けしております。
●対　　象／木曽岬町にお一人住まいの70歳以
　　　　　　上の方

●献　　立／ごはん、豚肉と小松菜の塩だれ炒め、
　　　　　　ナムル、キャベツのハニーマスター
　　　　　　ドサラダ、バナナソテー
　　　　　　＊都合により献立を変更する場合が
　　　　　　　あります
●人　　数／ 25名
　　　　　　先着順で受付け、定員になり次第締
　　　　　　切ります
●申込費用／無料
●申込方法／木曽岬町保健センター
　　　　　　管理栄養士まで（☎６８－６１１９）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申込みく
　　　　　　ださい

ヘルスメイトによる配食弁当サービスのお知らせヘルスメイトによる配食弁当サービスのお知らせ

福祉タクシー券を利用できる
タクシー事業者が増えました！
福祉タクシー券を利用できる
タクシー事業者が増えました！

ヘルスメイト（木曽岬町食生活改善推進協議会）が丹精込めてお弁当をつくり、
こころとからだに栄養をお届けします。

皆さまのお申込み、心よりお待ちしております。

前回（令和7年5月）

お申込みのない方
（お弁当を食べられなかった方）

お申込みをされた方
（お弁当を食べられた方）

9月1日（月）
～ 9月22日（月）

9月8日（月）
～ 9月22日（月）

令和7
年9月

より

　9月1日より、高齢者等福祉タクシー券を利用できる事業者として、新た
に「介護タクシー大福」が加わります。「介護タクシー大福」は乗降地どちらかが
北勢交通圏の場合にご利用いただけるタクシー会社です。
　タクシー券の申請や利用については役場福祉課までお問合せください。

利用できるタクシー事業者

●乗降地のどちらかが名古屋交通圏の場合
　名古屋近鉄タクシー　　☎0570-04-3833
　しんご福祉タクシー　　☎080-5158-3606
　福祉タクシーうたたね　☎070-8959-3772

●乗降地のどちらかが北勢交通圏の場合
　三重近鉄タクシー　　　☎0594-22-0268
　三交タクシー　　　　　☎0594-22-1500
　名鉄四日市タクシー　　☎0570-023-003
　介護タクシー大福　　　☎080-5702-0008

●問合せ先／木曽岬町役場　福祉課　☎0567-68-6104
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ヘルシークッキング（マスタークラス）ヘルシークッキング（マスタークラス）

トマッピーキッチンのお知らせトマッピーキッチンのお知らせ
～手ごねパン作り教室（にんにく餃子使用）～
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　　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの年長～小学6
　　　　　　年生のこどもとその保護者
●定　　員／ 7組14名
●実施内容／講話、簡単な調理、レシピ紹介
●テ  ー  マ／手ごねパン作り
●献　　立／にんにく餃子バーガー、
　　　　　　にんにく餃子ドッグ
●持  ち  物／筆記用具、エプロン、三角巾、食器
　　　　　　用ふきんと手拭きふきん、飲み物
　　　　　　料理をお持ち帰りされる方は、保存
　　　　　　容器とバックをお持ちください
●参  加  費／ 500円/組
●受付期間／ 9月1日（月）～ 9月29日（月）
　　　　　　（先着順で受付け、定員になり次第
　　　　　　締切ります）

●申込方法／木曽岬町保健センター
　　　　　　管理栄養士まで（☎68-6119）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申込みく
　　　　　　ださい

※都合により中止、または内容を変更する場合が
　あります

●日　　時／ 10月17日（金）
　　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの成人の方
●定　　員／ 15名程度
●託　　児／あり（無料）
●実施内容／講話「野菜をとろう」、簡単な調理、
　　　　　　レシピ紹介、体操
●テ  ー  マ／野菜プラスもう一品
●献　　立／簡単炊き込みご飯と作り置きおかず
●持  ち  物／筆記用具、エプロン、三角巾、手拭
　　　　　　きふきんと食器ふきん、飲み物
　　　　　　料理をお持ち帰りされる方は、保存
　　　　　　容器をお持ちください
●参  加  費／ 400円/人
●受付期間／ 9月1日（月）～ 10月6日（月）
　　　　　　（先着順で受付け、定員になり次第
　　　　　　締切ります）

●申込方法／木曽岬町保健センター
　　　　　　管理栄養士まで（☎68-6119）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申込みく
　　　　　　ださい

※都合により中止、または内容を変更する場合が
　あります

　YouTube木曽岬チャンネルで話題沸騰の「に
んにく餃子」を使用したハンバーガーとホット
ドッグを作ります。にんにくが苦手な方のため
にウインナーの代替も可能です。
　話題のパンづくりに挑戦して、食卓に楽しさ
をプラスしてみませんか。また、今年度初の試
みとして、土曜日に開催します！ぜひ、親子で
一緒に楽しく美味しいパン作りを
体験してください。

げんげん

ポイント

プレゼント
＊詳しくは保健センターまで

YouTube
木曽岬チャンネル
話題沸騰の料理が

登場！

～野菜プラスもう一品～

「毎日のお料理、マンネリ化していませんか？」
「忙しくて、つい出来合いのもので済ませてい
ませんか？」
･･･「野菜足りていますか？」
　今回は “野菜プラスもう一品” をテーマにヘ
ルシークッキングを開催します。簡単で栄養た
っぷり炊き込みごはんと簡単にできる作り置き
おかずをご紹介します。難しい包丁技術も高度
な火加減調整もありません。食卓に野菜をプラ
スもう一品で、カラダに栄養を届けましょう。

げんげん

ポイント

プレゼント
＊詳しくは保健センターまで
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　リチウムイオンバッテリーは、電子タバコや
パソコン、携帯電話、ゲーム機など様々な製品
で使用されていますが、その特徴としては引火
性が強く、揮発性の高い液体が使われているこ
とがあげられます。
　そのバッテリー自体に亀裂が入ったり、割れ
たりすると、液体が外部に漏れ出し、発火、爆
発する恐れがあります。
　以上のことから、「可燃ごみ」や「不燃ごみ」
には決してリチウムイオンバッテリーが混ざら
ないよう処分してください。

　「下水道の日」が9月10日と定められたのは、下水道の大きな役割である「雨水の排除」を念頭に、
古くから台風シーズンである220日（にひゃくはつか※立春から数えて）が適当とされたことによります。
　木曽岬町の下水道は町全域に普及し、毎日各世帯や事業所から排出されるし尿や雑排水の処理を５つ
の処理場で行っています。
　下水道の施設は私たちみんなの財産です。下水道に汚水以外のものを流すと、下水管の損傷や処理場
の機能が低下し、きれいな水に処理できなかったり、修理に多額の費用がかかります。次のことに十分
注意して、大切に利用してください。

•雨水は流さないで
　町の下水道は汚水のみを処理する施設です。
•台所では
　野菜くずやご飯の残り、てんぷら油やサラダ油等の廃食油を流さないでください。宅地内の配水管が
　詰まり、悪臭が発生したり、下水処理場の機能が低下します。
　※宅地内の詰まりは町で対応できません。
•水洗トイレでは
　トイレットペーパー以外の紙、異物を流さないでください。ティッシュや新聞紙、紙おむつ、生理用
　品など水に溶けないものを流すと、排水管が詰まる原因となります。
•浄化槽の使用は原則禁止です
　浄化槽を使用するための許可証がない場合は、直ちに下水道へ接続してください。
•中継ポンプのパトランプが点灯しているときは役場まで連絡を
　町内には汚水をポンプで送水する中継ポンプが64箇所あります。このポンプは、故障するとパトラ
　ンプが点灯し、異常を知らせるようになっていますので、点灯にお気付きの場合は役場建設課（電話
　68-6106）までご連絡ください。

リチウムイオンバッテリーを
「一般ごみ」で出さないでください！

９月１０日は下水道の日です

●問合せ先／住民課　☎68－6103

色々なリチウムイオンバッテリー

電子タバコ 電気シェーバー 電動
歯ブラシ

スマートフォン
充電器

※リチウムイオンバッテリーの処分方法
　〔一般社団法人JBRC（https://www.jbrc.com）〕の［お近く
　の協力店は 検索 ］ → ［リサイクル協力店 検索 ］で回収して
　いる店が検索できますので、端子部にビニールテープ等を貼
　ってリサイクルボックスへ入れてください。
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秋の全国交通安全運動
令和7年9月21日（日）～ 9月30日（火）

９月30日（火）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

⑴歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進 
　夕暮れ時や夜間に外出する際は、反射材用品やLED、明るい目立つ色の衣服等を 着用してご自身の命を守り
　ましょう。
　また、歩行者側に違反のある交通事故も発生しています。
　歩行者は、ご自身の命を守るために、近くに横断歩道があれば横断歩道を渡るなど、交通ルールを必ず守りま
　しょう。

⑵ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進 
　悪質・危険な飲酒運転や妨害運転、ながらスマホ等は、悲惨な交通事故につながる危険性があります。 
　ドライバーは、交通ルールを遵守するとともに、思いやりのある運転に努めましょう。 
　また、秋は、日に日に日没時間が早まり、夕暮れ時や夜間の重大事故の発生が懸念されます。 
　自動車は早めのライト点灯とハイビームを活用し、交通事故防止に努めましょう。

⑶自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進 
　自転車や特定小型原動機付自転車（いわゆる「電動キックボード等」のうち、車体の大きさや構造の基準を満
　たすものをいう。）は、「車両」であることを認識し、交通ルールを理解・遵守して交通事故防止に努めましょう。 
　また、交通事故の被害を軽減するために全ての方がヘルメットを着用しましょう。

自転車
安全利用
五則

１ 車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
３ 夜間はライトを点灯

４ 飲酒運転は禁止
５ ヘルメットを着用

アンケートページ

自主運行バスに関するお知らせ
バス利用者アンケートについて
　バスダイヤにつきましては、折込のバス時刻表・運行経路のとおり、これまでのアンケ
ート等でいただいたご意見及び鉄道発着ダイヤを踏まえて、令和7年10月1日に改定いた
します。
　合わせて、今回もダイヤ改定内容や公共交通に関するアンケートを実施します（全6問）。
右記、二次元コードからアクセスし、ぜひご回答ください。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き



10広報きそさき　2025.9.1

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

木曽岬町消防団　団員募集
消防団には地域の皆さんの力が必要です。

あなたも消防団に入団して、地域のために活動しませんか。

消防団とは
　消防団は、消防組織法に基づき、市町村に設置される消防
機関です。
　構成員である消防団員は、それぞれ普段は他に職業を持ち
ながら、「自分たちのまちは自分たちで守る」という使命感
のもとに、平常時には地域の防火・防災の担い手として、ま
た、災害時には消火・警戒などの消防活動に従事するなど、
地域の安心・安全を守る重要な役割を担っています。

消防団員の処遇

消防団員を募集しています！
　消防団員は、地域の安心・安全を守る上で不可欠な存在で
すが、近年、全国的に消防団員は減少傾向にあり、木曽岬町
においても、将来の担い手となる消防団員の確保は年を追う
ごとに難しくなってきています。
　令和6年能登半島地震では、発災直後から住民に避難を呼
びかけ、消防隊と共に消火活動等に従事した輪島市消防団や、
初動段階から倒壊家屋からの救助活動や負傷者の搬送、避難
所の運営等の支援に取り組んだ珠洲市消防団をはじめ、地元
消防団は自らも被災しながら、地域住民の命と安全を守るべ
く、懸命に活動を展開されました。
　消防団には地域の皆さんの力が必要です。
　あなたも消防団に入団して、地域のために活動しませんか。
　消防団員の年齢や職業はさまざまであり、消防団に入って
知り合い、日々の団活動を通じて団員
同士の結束力を高めています。
　消防団について、もっと知りたい方、
消防団員になりたい方は、是非、木曽岬
町役場危機管理課（☎ 0567-68-6101）
までご連絡ください。

（1）報酬などの支給
　年ごとに報酬が支給されるとともに、災害や訓練などに出
動した場合にも報酬が支給されます。また、3年以上勤務し
て退団された場合は、勤務年数と階級に応じた退職報償金が
支給されます。
（2）公務災害補償
　消防団活動で負傷した場合や病気にかかった場合には、公
務災害補償制度に基づき補償を受けることができます。

（3）被服の貸与
　消防団活動に必要な活動服などが貸与されます。
（4）表彰制度
　職務遂行にあたり、特に顕著な功労・功績があった場合は
表彰されます。

木曽岬町消防団の概要
　木曽岬町消防団は、条例に基づき設置されており、令和7
年4月1日現在、5つの分団に82名の消防団員が所属して
います。

入団資格
　木曽岬町に住所を有する方または近郊に居住する方及び勤
務する方で、年齢が20歳以上の方（性別は問いません）

団
　
長

副
団
長

第1分団
（15名）

新加路戸、上加路戸、中加路戸、大新田、上見入、
辰高、下見入、外平喜、東見入

第4分団
（15名）

白鷺、源緑、下藤里、上藤里、松永、藤里台、なぎさ台、
新輪（木曽岬干拓地）

第5分団
（15名）

脇付、雁ヶ地、福崎、豊崎、川先、西白鷺川、
田代住宅地区

第3分団
（20名）

上和泉、下和泉、中和泉、小和泉、富田子、かおるヶ丘、
新富田子、栄、東富田子、南栄、中栄、第２栄、和富

第2分団
（15名）

近江島、西対海地、小林、田代（田代住宅地区除く）

お問い合わせ
お待ちしています！

消防団の活動
（平常時の活動）
•災害想定訓練
•火災予防啓発（夜警）
•機械器具・防火水槽の点検
•イベント等での啓発活動
（災害時の活動）
•消防隊と連携した災害活動（火災・風水害・地震災害等）
•住民の救助、救護活動や避難誘導
•情報収集、現場での警戒活動

普通救命講習機械器具の点検

災害想定訓練（火災）
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令和７年国勢調査が
10月１日からはじまります
令和７年国勢調査が

10月１日からはじまります
令和７年国勢調査が

10月１日からはじまります
国勢調査とは

　国勢調査は、統計法に基づき5年に一度実施される国の最も重要な統計調査で、今回の調査は22
回目にあたります。
　国勢調査から得られる統計は、国や地方公共団体が公正な行政運営を行うために利用されるととも
に、他の様々な公的統計を作成するうえで欠くことのできない基礎データとしても用いられます。

●調査期日
　10月１日現在で、実施します。
●調査対象
　国内に常住しているすべての人（外国人の方を含
　む）が調査対象になります。
●調査の流れ
　調査員が各世帯を訪問し、調査書類を配布した後、
　インターネット回答のほか、郵送または調査員に
　提出する方法により回答を行います。
　ご回答の際は、是非、インターネット回答をご活
　用ください。

●主な調査事項
　（１）世帯員に関する事項
　•氏名、男女の別、出生の年月、国籍
　•世帯主との続柄、配偶の関係
　•現在の住居における居住期間、５年前の住居の
　　所在地
　•就業状態、所属の事業所の名称及び事業の種類
　•仕事の種類、従業上の地位、従業地または通学
　　地
　（２）世帯に関する事項
　•世帯の種類、世帯員数
　•住居の種類、住宅の建て方
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困ったら　一人で悩まず　行政相談
行政相談週間　９月１日（月）～１０月３１日（金）

　「行政相談」ってご存じですか？
　「行政相談」とは、国やNTTなどの特殊法人等の仕事について、みなさんから苦情や意見、要望をお聞きし、
その解決の促進を図る制度です。
　総務省では、この行政相談制度をみなさんにもっとよく知っていただき、利用していただくため、９月及び
10月の２か月間を「行政相談月間」として、全国的にいろいろな行事を行います。
　この月間にちなんで、当町でも、次のとおり「行政相談所」を開設します。
　「どこに相談したらいいか分からない」「役所の説明に納得できない」「もう少し改善してほしい」など、役
所の仕事についてお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください（下記参照）。

　「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している民間有識者で、みなさんの身近な相談相手です。ご相談は
無料で、相談者の秘密は固く守ります。
　なお、当日ご都合の悪い方は、次のところで行政相談に応じていますので、ご利用ください。

●と　　　き／ 10月24日（金）　午前9時～午前11時30分
●と　こ　ろ／木曽岬町福祉・教育センター
●相談担当者／行政相談委員　杉野　和子

〒514-0033　津市丸之内26-8　津合同庁舎3階 （注）１．土・日・祝日・左記以外の時間帯は
　　　　留守番電話で対応します。
　　２．ご相談のお電話は、相談内容の正
　　　　確な把握のため、録音させていた
　　　　だいています。

総務省　三重行政監視行政相談センター
行政監視行政相談課
059－227－1100 平日　午前9時00分～午後4時45分

教育委員会
☎68-1617

問合せ先
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町体育館改修工事のお知らせ
　昭和55年3月竣工の町体育館は、町民の皆さんのスポーツ活動や小学
校体育館として使用しているほか、大規模災害時には避難所としての役割
も担う重要な施設です。しかし近年老朽化が進み、大雨時にはしばしば雨
漏りが生じ、外壁塗装の剥離や汚れなども目立つようになってきました。
このため、外壁全体の塗装のほか、屋根の遮熱塗装や窓への日射調整フィ
ルム貼りなどの暑さ対策を含めた改修工事を下記の期間において実施しま
すのでお知らせします。
　なお、工事期間中は周囲を足場で覆うこととなりますが、体育館自体は
通常どおり使用できますのでご協力をお願いします。
●工事期間／ 9月中旬～令和8年3月13日　　●施工業者／株式会社藤井建設
●問合せ先／教育課　☎68-1617

第60回町内卓球大会記事の訂正について
　８月号広報に掲載しました「第60回町内卓球大会」の記事において、「一般Bの部」と「女子の部」の各入賞者
の写真と氏名の表示が逆になっておりました。
　関係者の皆様にお詫びするとともに訂正致します。
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大会結果報告

第40回全国少年少女水泳競技大会  7位入賞！第40回全国少年少女水泳競技大会  7位入賞！
とびうお杯とびうお杯とびうお杯

　7月20日（日）に木曽岬町体育協会主催の“第32回木曽岬町ボウリング大会”がラウドワンスタジア
ムみえ・川越IC店ボウリング場で開催され、一般部門30名とジュニア部門4名の34名が参加し優勝
を競いました。加藤会長の始球式の後にゲームが始まると各レーンからは親子連れや友人同士で笑い声
や悔しがる声が聞かれるなど終始和やかな雰囲気の大会となりま
した。
　なお、各部門の結果については以下のとおりです。（敬称略）

“第32回木曽岬町ボウリング大会”大会結果“第32回木曽岬町ボウリング大会”大会結果

　8月2日（土）～３日（日）に日本ガイシアリーナ（愛知県）で開催された“第40回全国少年少女水泳競技
大会”において、村瀬和真さん（小学6年生）が男子4×50mフリーリレーに出場し、予選を1分58秒
12のタイムで見事突破しました。決勝は残念ながら表彰台には届きませんでしたが、見事7位入賞と
なりました。
　また、男子100m平泳ぎでも予選を突破し決勝進出を果たしました。決勝では上位入賞は叶いません
でしたが、1分19秒25の自己ベストを記録するなど今後につながる力強い泳ぎを披露してくれました。
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【一般の部】 優　勝：間柄　文夫

 準優勝：甲地　誠巨

 第３位：梅田　雅子

【ジュニアの部】 優　勝：浅井　結偉

 準優勝：酒井　菜月

 第３位：西濵　颯志左から　甲地誠巨さん　間柄文夫さん
　　　　梅田雅子さん

左から　酒井菜月さん　浅井結偉さん
　　　　西濵颯志さん

Ｔポーズをして喜ぶ村瀬和真さん（左端）ら
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子ども図書館司書体験会を実施しました子ども図書館司書体験会を実施しました
　8月5日（火）に町立図書館において、子ども図書館司書体験会を実施しました。これは、夏休み期間中
の子ども達に図書館や司書の仕事に興味を持ってもらうことを目的に企画したものであり、今回で2回
目の開催となります。当日は木曽岬小学校5・6年生の児童5名が参加し、返却された図書のシステムへ
の登録や消毒作業のほか、本棚へ並べるルールなど一連の作業について司書から説明を受け、その後司書
と一緒に消毒作業や本棚に戻す作業を体験しました。その他にも、普段立ち入れないバックヤードの見学
や図書館と同じ保護フィルムを本に貼る体験も行い、家から持参したお気に入りの本に悪戦苦闘しながら
フィルムを貼っていました。

●問合せ先：教育委員会　☎68-1617
本の除菌ボックスに興味津々！ 本棚に戻すルールも学びました
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　本町では、木曽岬子ども未来塾運営委員会の協力のもと、令和元年度より中学校学習支援の一環として、
ALT（外国語指導助手）のロブ先生によるオールイングリッシュの特別講座を開催しています。今年度は、
7月30日（水）、31日（木）、8月1日（金）の3日間、町民ホールで、『夏特勉』イングリッシュ・ブラッシ
ュアップ講座を開催しました。3日間の内容はそれぞれ工夫されたものとなっており、パソコンやタブレッ
ト端末、スクリーンなどを使用しながら、クイズや映画鑑賞などの活動を通して、楽しみながら学習を進め
ることができました。

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン4  連載シリーズ⑤【木曽岬町教育委員会】

チャレンジ！ その一言が、あなたの世界を広げる。

★海外にいる方と英語で会話してみよう！

★輝く木曽岬っ子を応援します！
　生徒たちからの感想は、「良い勉強になったし、楽しみながら英語の学習ができてよかった」「去年よ
りも、英語が話せるようになっていてうれしかったし楽しかった」「英語のクイズ大会ができて楽しか
った。映画も面白かった。」との声がありました。来年度について学習したい内容の質問には「来年も、
海外の方と会話がしたい」「英単語や文法を勉強してみたい」「クイズの時間をもっと増やしてほしい」
など、参加した生徒からは夏特勉に満足した声が聞かれました。
　講師のロブ先生から、「毎日20人前後の参加者が来てくれてとても嬉しかった。日を追うごとに成
長している姿を見ることが出来てとても満足している」と感想を聞くことが出来ました。また、「相手
の顔を見ながら会話をする事を大切にして欲しい」と何度も話されていました。
　「オンライン化が進み、インターネットや動画を視聴する時間が増えて、個人で過ごす時間が多くな
ったからこそ、新しい出会いやチャレンジをする機会を作ることが大切です」と、「夏特勉」への想い
を聴くことが出来ました。

　毎年恒例となっている、毎日1人ずつ外国の方とオンラインで接続し、スクリーン越しに一対一で
ネイティブスピーカーの方との会話を行いました。今年は、オーストラリアの方と会話をしました。生徒
たちにとって、初対面の外国人の方と会話をすることは大変な緊張を伴います。その中でも、勇気を持
って前に出て質問をするなどしてネイティブスピーカーとの会話にチャレンジしていました。初日は、
緊張で顔が強張っている生徒が多かったのですが、2日・3日目には、慣れてきて自分からステージ前
に移動して笑顔で会話ができるようになっていきました。

　最後の30分は映画を視聴します。1時間３０分の映画を３日に分けて視聴しました。音声は英語・
字幕表示は日本語の設定で、普段は英語音声で映画を観ない生徒には新鮮な体験になったようです。

　ウォーミングアップに、タブ
レット端末を使ったクイズに取
り組みます。夏休みまでに習
った範囲の4択早押しクイズ
問題で、盛り上がりました！答
えが発表されるたびに、一喜
一憂する姿があり楽しみなが
ら参加していました。
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今月の図書館コーナー
　秋の気配を感じる季節、戦後八十周年を迎え図書館は「記憶をつなぐ場」としての役割を見つめ直し気を引
き締めてこの時期を迎えます。今月のメインコーナーでは「戦後80年」をテーマに、戦争と平和に関する資
料を紹介し、当時の暮らしや人々の思いに触れる機会になればと企画しました。
　また、地域に根差した体験や復興の記録を集め、未来へつなぐ取り組みも図書館ならではの営みです。
　子どもだけでなく大人も、過去を知ることで今を見つめ直し、生き方を考えるきっかけにしていただけたら
と思います。
　「知ること」「想像すること」を通じて多様性を認め、自分らしく生きる力を育んでほしい。
　図書館は過去と未来を結ぶ架け橋として、誰もが安心して語り合える場でありたいと願っています。

コーナー紹介

児童コーナー「たべものとどうぶつ」（児童棚）
一般コーナー「戦後80年」（メイン展示）

ミニコーナー「京都好き集まって」（カウンター横）

イベント

おすすめの一冊紹介

　『窓ぎわのトットちゃん』は、1981年に講談社から
発刊された黒柳徹子さんの自伝的作品です。国内で
800万部、全世界で2500万部を突破しています。
2022年ロシアによるウクライナ侵攻が始まったこと
に心を痛め、戦争体験を語り継ぐ必要性を感じたそう
です。
　「戦争の記憶を後世に残したい」という強い思いから
続編を書くことを承諾したとのこと。
　希望を持って生きることの大切さを感じることが出
来る本です。

「続・窓ぎわのトットちゃん」
黒柳徹子／著　講談社　914.6クロ

　京都旅行の計画や、謎解きなどもっともっと京都が好き
になる読書会

としょかんまなびや
●日　時／ 6日（土）
　　　　　午前10時～午前11時30分
●テーマ／「京都好きな人あつまれ！！」
●対　象／中学生以上

図書館よみきかせ会
●日　時／ 27日（土）
　　　　　午前11時～午前11時30分
●テーマ／「どうぶつの本」
●対　象／年齢制限なしでどなたでも参加していた
　　　　　だけます

9月 図書館カレンダー

●休館日　■祝日　★読み聞かせ実施日　▲まなびや実施日・としょかんカフェ

日 月 火 水

8

21

28 29

9 10

21 3

15

4 5 6

13

22

12

木 金 土

11

16 17 1918

23 24 2625

30

20

27

14

7
◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または
　役場東口入口右の返却ポストに返却
　をお願いします。
●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ボッチャやモルックなどを実施していますのでぜひ体育館へ
お越しください。
28日㈰　午後1時～午後4時

14日㈰　午前9時～午後4時　　28日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎休館中教育関連施設

開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時

令和7年8月3日（日）から
補修が完了するまでの間
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6119

9月は健康やこころに関する様々な月間が
あります。

あなたのからだとこころについて考える時間を
作ってみませんか。

●食生活改善普及月間●健康増進普及月間

生活習慣について、考える時間をつくり、気づいたことは改善し、健康増進に努めましょう。

今年度の健康推進普及月間の標語は、

『１に運動　２に食事　しっかり禁煙
　　　　　良い睡眠 ～健康寿命の延伸～』です。

食事は「プラス１皿」
（バランスを整えるために、１日の中で足りない栄養をプラス。野菜の1日の目標３５０ｇです。）

　保健センターにおいて、過去の教室等のレシピを
お配りしています。かんたん！おいしい！レシピです。
ご希望の方は保健センターへお越しください。

食事をおいしく　バランスよく

今年度から「骨粗鬆症検診」を実施しています。
　対象となる40歳50歳60歳70歳の女性の方へ、受診券をお送りして
います。この機会に、ご利用ください。
　骨の状態を知り、将来、骨粗鬆症への早めの予防対策につなげましょう。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
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Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●９月の子育てサロンのお休み
　12日㈮、19日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン
●開設日／木曜日
●時　間／午前9時30分～午後3時30分
●場　所／保健センター

カウンセリング
（要予約　68-6119）

●がん征圧月間
がんは２人に１人がかかる病気とも言われています。

早期発見・早期治療を

「禁煙する（受動喫煙も避ける）」
「節酒する」
「食生活を見直す」
「身体を動かす」
「適正体重を維持する」

そのために「がん検診を受診する」
　町内医療機関にて、胃・肺・大腸・乳・子宮・
前立腺がん検診が令和8年1月まで受診できま
す。医療機関へ予約してください。
　10／12（日）午前8時30分～午前10時30
分保健センターにて日曜がん検診を実施します。
ご希望の方は保健センター（☎68-6119）へ
ご予約してください。
　受診結果において「要精密検査」の場合は
必ず精密検査を受けてください。

５つの健康習慣を
実践しませんか？

●9月10日は世界自殺予防デー、9月10日から16日は自殺予防週間
　自殺対策推進のため、自殺について、誤解や偏見をなくし、正しい知識を普及啓発することが
重要です。そのため、「自殺予防週間」では、さまざまな関係団体等が、「いのち支える自殺対策」
という理念を前面に打ち出して啓発活動を推進し、悩みを抱えた人が必要な支援を受けられるよ
う、支援策を重点的に実施することとされています。

普段から周りの人へ次の４つを心がけて

　その他、9月9日は救急の日、9月21日は世界アルツハイマーデー、9月は世界アルツハイ
マー月間、9月24日～ 30日は結核予防週間などがあります。正しい知識を得る機会にしてみ
てください。

「気づき」 変化に気づいて、声をかける
「傾　聴」 本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
「つなぎ」 早めに専門家に相談するよう促す
「見守り」 温かく寄り添い、見守る

●お問合せは、保健センター　☎0567-68-6119

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き
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12月18日

1月15日

2月19日

9月18日

3月19日

12月
令和8年
1月

11月
10月
9月

2月
3月

10月16日
11月20日

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

　
９
月
３
日（
水
）、
１０
日（
水
）、

　
　
　
１５
日（
月
・
祝
）、
２４
日（
水
）

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
き
れ
い
で
活
躍
し
そ
う
な
モ

ノ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
必
要
な
人
に

譲
る
不
用
品
交
換
の
お
店
を
開
催
し
ま

す
。

●
場　
　
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　
管
理
棟
２
階

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾
字
沢
地
４０２８
）

●
時　
　
間

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
対　
　
象

　
桑
名
市
、
木
曽
岬
町
、
東
員
町
の
在

　
住
者

●
取
扱
商
品

　
家
具
類
、衣
類
、食
器
類
、お
も
ち
ゃ
、

　
絵
本

　
持
ち
込
み
・
持
ち
帰
り
と
も
お
ひ
と

　
り
様
５
点
ま
で

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
　
商
品
紹
介
な
ど
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
１１
月
１
日（
土
）

　
午
前
の
部　
午
前
１０
時
か
ら

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
か
ら

　
（
約
９０
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。）

●
会　
　
場

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森　

　
（
桑
名
市
多
度
町
力
尾
字
沢
地
４０２８
）

　
午
前
の
部　
午
後
の
部　

　
管
理
棟
２
階　
ホ
ー
ル
・
３
階
大
会

　
議
室

●
実
施
内
容
・
定
員

　
廃
材
を
使
っ
た
手
作
り
ゲ
ー
ム
で
遊

　
ん
だ
後
に
、
気
に
入
っ
た
ゲ
ー
ム
を

　
自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
「
遊
ん

　
で
作
る
縁
日
」
を
今
年
も
開
催
し
ま

　
す
。

　
詳
細
は
弊
社
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
参
加
対
象

　
対
象
：
桑
名
市
・
木
曽
岬
町
・
東
員

　
　
　
　
町
在
住
者
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
先
着
順
の
事

　
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
期
間

　
９
月
６
日（
土
）
午
後
８
時
か
ら

　
桑
名
市
ほ
ん
ぱ
く
サ
イ
ト

　
（
ネ
ッ
ト
予
約
の
み
）

　

※

リ
サ
イ
ク
ル
の
森
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
ジ
で
は
な
く
桑
名
ほ
ん
ぱ
く
サ
イ

　
　
ト
か
ら
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

　

※

定
員
に
達
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

　
　
く
わ
な
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
３
３

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
７
│
５
１
５
２

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失
業

率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態
が
続

い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う

若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で
す
。
仕
事

や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
１
人
で

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若
者
に
対
し
、
相

談
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国

は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま
で
を

全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」へ
の
相
談

を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
く
だ
さ
い

（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３
５
９
│
７
２

８
０
）

●
時　
　
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー

　
和
室
内

●
対　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目
指

　
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

　
そ
の
他　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

○
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続
登

　
記
の
義
務
化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

•
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、相
続（
遺

　
言
も
含
み
ま
す
。）
に
よ
っ
て
不
動

　
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所

　
有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

　
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

•
ま
た
、
遺
産
分
割
の
話
合
い
が
ま
と

　
ま
り
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

　
は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日
か
ら

　
３
年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

　
た
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。

•
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
こ
れ
ら
の

　
義
務
を
果
た
さ
な
い
と
、
１０
万
円
以

　
下
の
過
料
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
相
続
手
続
に
は
、「
法
定
相
続
情
報

　
証
明
制
度
」
が
便
利
で
す
！

•
戸
籍
な
ど
の
書
類
を
基
に
法
務
局
が

　
法
定
相
続
人
を
確
認
し
、
無
料
で
発

　
行
す
る
公
的
証
明
書
で
す
。

•
相
続
登
記
は
も
ち
ろ
ん
、
預
貯
金
の

　
払
戻
し
や
相
続
税
の
申
告
等
、
様
々

　
な
相
続
手
続
で
利
用
で
き
ま
す
。

•
戸
籍
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要

　
が
な
く
な
り
、
複
数
の
機
関
で
同
時

　
に
相
続
手
続
が
で
き
ま
す
。

　
　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
３
６
１

●
日　
　
時

　
１０
月
１０
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

　
（
受
付
時
間
）　
午
後
１
時
１０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時

●
場　
　
所

　
桑
名
市
総
合
福
祉
会
館　
大
会
議
室

　
桑
名
市
常
磐
町
５１
番
地

●
対  

象  

者

　
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方

●
参
加
企
業

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名
管
内
の
企
業

　
（
１５
社
程
度
を
予
定
）

●
形　
　
式

　
各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
個
別
面
談
方
式

※

面
接
会
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い

　
合
わ
せ
は
、

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名

　
求
人
専
門
援
助
部
門

　
☎
０
５
９
４
│
２
２
│
５
１
４
１

　
　
（
３
１
＃
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

秋
ま
つ
り
２
０
２
５

　

〜
遊
ん
で
作
る
縁
日
〜

　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

不
動
産
を
相
続
し
た
方
へ

〜
相
続
登
記
・
遺
産
分
割
を

　

進
め
ま
し
ょ
う
〜

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名
・
障
が

い
者
の
集
い（
就
職
面
接
会
）

を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す

ホームページは
こちらから

ホームページは
こちらから

問

問

問

モ
ノ
・
コ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
催

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報
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ハロウィンジャンボミニ5,000万円ハロウィンジャンボミニ5,000万円ハロウィンジャンボミニ5,000万円
ハロウィンジャンボ5億円ハロウィンジャンボ5億円ハロウィンジャンボ5億円

（1等3億円・前後賞各1億円合わせて）

（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）

各1枚 300円公益財団法人三重県市町村振興協会

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

発売期間  9 /19金～10/19日
抽せん日 10/28火9月19日金2種類同時発売！

　
乙
種
第
４
類
受
験
者
を
対
象
に
、
試

験
対
策
と
し
て
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

　
９
月
８
日（
月
）〜
９
月
２６
日（
金
）

●
日
　
　
時

　
１０
月
８
日（
水
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
消
防
本
部

　
（
桑
名
市
大
山
田
一
丁
目
９
番
地
）

●
定
　
　
員

　
７０
名
（
先
着
順
）

●
申
　
　
込

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
桑
名
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請　
　
　
　
　

●
受  

講  

料

　
一
般　
５
，
５
０
０
円

　
桑
名
危
険
物
安
全
協
会
員
、
桑
名
防

　
火
協
会
員
ま
た
は
高
校
生
以
下
５
，

　
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
２
冊
、
問
題
集
１
冊
代

　
含
む
）

＊
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
申
込
期
間
は

　
９
月
３
日
〜
９
月
１２
日

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
危
険
物
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
０

　
　
FAX
０
５
９
４
│
８
６
│
７
４
９
３

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ

い
て

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
方
へ
毎
年
９
月

頃
か
ら
順
次
請
求
書
（
は
が
き
型
）
を

送
付
し
ま
す
。

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
支
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

　
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
６５
歳
以
上（※

１
）で
、
老
齢
基
礎
年

　
金（※

２
）を
受
け
て
い
る

•
請
求
さ
れ
る
方
の
世
帯
全
員
の
市
町

　
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

•
前
年
の
年
金
収
入
額（※

３
）と
そ
の

　
他
の
所
得
額
の
合
計
が
８
７
８
，
９

　
０
０
円
以
下
で
あ
る

※

１　
請
求
書
は
、
６５
歳
に
な
る
誕
生

　
　
　
日
の
前
日
以
降
に
ご
提
出
く
だ

　
　
　
さ
い
。

※

２　
旧
法
の
老
齢
年
金
、
旧
共
済
の

　
　
　
退
職
年
金
、
そ
の
他
の
老
齢
・

　
　
　
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

　
　
　
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
年

　
　
　
金
に
つ
い
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

３　
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非

　
　
　
課
税
収
入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

〇
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

•
障
害
基
礎
年
金（※

１
）を
受
け
て
い

　
る

•
前
年
の
所
得
額（※

２
）が
「
４
，
７

　
２
１
，
０
０
０
円+

扶
養
親
族
の
数

　

×

３８
万
円（※

３
）」
以
下
で
あ
る

※

１　
旧
法
の
障
害
年
金
、
旧
共
済
の

　
　
　
障
害
年
金
で
あ
っ
て
、
政
令
で

　
　
　
定
め
る
年
金
に
つ
い
て
も
対
象

　
　
　
で
す
。

※

２　
障
害
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、

　
　
　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判

　
　
　
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ

　
　
　
ま
せ
ん
。

※

３　
同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
７０
歳

　
　
　
以
上
の
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親

　
　
　
族
の
場
合
は
４８
万
円
、
特
定
扶

　
　
　
養
親
族
ま
た
は
１６
歳
以
上
１９
歳

　
　
　
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
６３

　
　
　
万
円
と
な
り
ま
す
。

〇
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

•
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

•
前
年
の
所
得
額（※

１
）が
「
４
，
７

　
２
１
，
０
０
０
円+

扶
養
親
族
の
数

　

×

３８
万
円（※
２
）」
以
下
で
あ
る

※

１　
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、

　
　
　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判

　
　
　
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ

　
　
　
ま
せ
ん

※

２　
同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
７０
歳

　
　
　
以
上
の
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親

　
　
　
族
の
場
合
は
４８
万
円
、
特
定
扶

　
　
　
養
親
族
ま
た
は
１６
歳
以
上
１９
歳

　
　
　
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
６３

　
　
　
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
９
月
１
日
か
ら
９
月
１０
日
ま
で
の
期

間
は「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」で
す
。

当
町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
屋
外
広
告

物
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
違
反
屋
外
広

告
物
の
是
正
に
向
け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
こ

の
機
会
に
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
屋
外
へ
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
広

告
物
を
設
置
す
る
に
は
、
原
則
許
可
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成
３０
年
１０
月

よ
り
、
貼
り
紙
な
ど
の
簡
易
な
も
の
を

除
く
す
べ
て
の
屋
外
広
告
物
に
点
検
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
広
告
物
の
安

全
性
を
確
保
し
危
険
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
適
正
な
管
理
、
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
三
重
県
県
土
整
備
部
都
市
政
策
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
７
４
８

　
　
三
重
県
桑
名
建
設
事
務
所

　
　
（
管
理
課
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
６
２

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

予
備
講
習
会

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

問

問問
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月カレンダー9

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
地域包括支援センター68－8183

住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課
産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

毎週火・金曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

不燃ごみ 3日・17日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
10日

毎月第４水曜日
24日

毎月第４日曜日
28日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
3日・10日・17日・24日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

3 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

19㊎•すこやか相談•育児相談
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分

11㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～午前10時30分
午前9時30分～午後3時30分

25㊍•人権相談・心配ごと相談•カウンセリング
福祉・教育センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時～午前11時30分
午前9時30分～午後3時30分

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更されている場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

毎月第１・第３水曜日

24㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

10㊌
•献血 伊勢湾岸クリニック

保健センター
男女とも
体重50㎏以上
男 17歳以上
女 18歳以上

午後1時30分～午後2時30分
午後3時15分～午後4時30分

16㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

17㊌•転倒予防教室•言語訓練
福祉・教育センター集会室
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時20分

18㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室

福祉・教育センター和室

保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～午前11時30分

午後1時30分～午後2時30分

30㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

9月の納付
●国民健康保険料（9/30納期限） ……… 第３期分
●後期高齢者医療保険料（9/30納期限）   第３期分
●介護保険料（9/30納期限） …………… 第３期分
●水道料金・下水道使用料（9/30納期限）  … Ｂ地区
●こども園保育料（9/30納期限） ………… ９月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー
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木
曽
岬
町
の
夏
の
風
物
詩
「
や
ろ
ま
い

夏
ま
つ
り
」
が
８
月
２
日（
土
）に
、
役
場

前
駐
車
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
園
や
Ａ
Ｚ
ク
ラ
ブ
の
キ
ッ
ズ
チ

ア
ダ
ン
ス
教
室
、
木
曽
岬
小
学
校
２
年
生
、

木
曽
岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
に
よ
る
踊
り
、
太
鼓
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
披
露
、
弥
富
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
よ
る
演
奏
な
ど
町
内
外
の
多
く
の
団
体

に
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
出
店
で
は
今
年
も
「
わ
い

わ
い
市
場
」
と
同
時
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
雑

貨
の
販
売
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
幅
広

い
種
類
の
店
舗
が
軒
を
並
べ
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
毎
年
大
人
気
の
菓
子
ま
き
の
時

間
に
な
る
と
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
大

人
ま
で
や
ぐ
ら
周
り
に
集
ま
り
、
合
図
と

と
も
に
舞
い
上
が
る
お
菓
子
に
大
歓
声
！

お
菓
子
を
拾
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
と
て
も
暑
い
日
に
な
り
ま
し
た

が
、
や
ろ
ま
い
夏
ま
つ
り
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

出
店
、
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
各
種
団
体

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
会
場
の
設
営
な
ど
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
防
災
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
照
明
車
の
展
示
を
し
て

い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
木
曽
川
下
流
河

川
事
務
所
の
皆
さ
ま
に
本
紙
面
を
も
ち
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

やろまい

　今年も大勢の皆様のご協力を得て、
「やろまい夏まつり」を無事開催する
ことができました。来年も、さらに魅力的な
お祭りとなるよう企画してまいります。
　私たちボラ倶楽部では、今後もイベントを
通じて木曽岬町を盛り上げていくため一緒に
活動してくれる元気な仲間を募集しています。
年齢や性別などは問いませんので、興味のあ
る方はぜひご連絡をお願いします。

ボラ倶楽部会長　樋口
【問合せ先】教育委員会　☎68-1617

ボランティアの募集について


